
〈
研
究
ノ
ー
ト
〉

　
　
　
枕
草
子
研
究
ノ
ー
ト

1
日
記
的
章
段
の
年
時
考
証
（
二
）

赤
　
間
　
恵
都
子
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は

じ
め
に

　
本
稿
は
枕
草
子
日
記
的
章
段
の
史
実
年
時
考
証
の
研
究
経
過
と
現
状
を
ま
と

め
る
研
究
ノ
ー
ト
で
あ
り
、
「
枕
草
子
研
究
ノ
ー
ト
ー
日
記
的
章
段
の
年
時
考

証

（
一
）
」
（『
金
沢
大
学
国
語
国
文
」
第
2
4
号
平
成
十
一
年
二
月
）
の
続
編
で
あ

る
。
以
下
に
凡
例
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
枕
草
子
日
記
的
章
段
の
う
ち
史
実
年
時
考
証
の
可
能
な
章
段
を
、
記
事
年
時

の

古
い
も
の
か
ら
順
に
一
つ
ず
つ
本
文
徴
証
に
基
づ
い
て
そ
の
記
事
年
時
を
考

証
し
て
い
く
。
そ
の
際
、
必
要
に
応
じ
て
従
来
の
考
証
の
経
緯
や
関
係
論
文
に

つ
い

て

も
記
す
。
各
章
段
は
史
実
的
事
項
に
対
照
さ
せ
て
全
体
を
次
の
よ
う
に

時
代
区
分
す
る
。

　
ω
清
少
納
言
出
仕
以
前
　
　
　
　
　
　
　
　
正
暦
三
年
以
前

　
②
中
関
白
家
隆
盛
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
暦
四
年
～
長
徳
元
年
春

　
③
藤
原
道
隆
莞
去
の
頃
　
　
　
　
　
　
　
　
長
徳
元
年
春
～
同
二
年
夏

ω
清
少
納
言
長
期
里
居
の
頃

⑤
職
曹
司
時
代

⑥
今
内
裏
・
三
条
宮
時
代

長
徳
二
年
夏
～
同
三
年
夏

長
徳
三
年
夏
～
長
保
元
年
秋

長
保
元
年
秋
～
同
二
年
冬

　
対
象
と
す
る
章
段
は
、
こ
れ
ま
で
に
年
時
考
証
が
な
さ
れ
た
こ
と
の
あ
る
全

章
段
で
、
本
文
は
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
」
（
小
学
館
）
に
よ
る
。
ま
た
、

各
章
段
に
お
け
る
考
証
の
推
定
段
階
を
冒
頭
に
記
号
で
次
の
よ
う
に
示
し
て
お

く
o

　
①
史
書
資
料
等
に
よ
っ
て
年
月
の
段
階
ま
で
確
定
で
き
る
も
の
。
…
…
◎

　
②
前
記
の
六
つ
の
時
代
区
分
の
段
階
ま
で
推
定
で
き
る
も
の
。
…
…
…
◎

　
③
前
記
の
六
つ
の
時
代
区
分
に
ま
た
が
る
推
定
年
時
が
考
え

　
　
ら
れ
る
も
の
や
、
説
が
分
か
れ
て
い
る
も
の
。
…
：
…
…
…
…
…
・
…
○

　
④
本
文
内
の
推
定
根
拠
が
希
薄
で
ほ
と
ん
ど
推
定
困
難
な
も
の
。
…
…
△

　
⑤
打
聞
的
ま
た
随
想
的
な
性
質
の
章
段
で
、
年
時
考
証
の
対
象

　
　
に
な
ら
な
い
も
の
。
…
…
…
：
…
…
…
・
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
…
＊

一
（21）一
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上
段
に
は
考
証
年
時
と
そ
の
根
拠
と
な
る
史
書
、
先
躍
と
な
る
古
註
と
注
釈

書
を
掲
げ
、
異
説
が
あ
る
場
合
に
は
各
説
を
少
し
下
げ
て
並
記
す
る
。
推
定
段

階
①
の
場
合
は
注
釈
書
の
諸
説
は
特
に
掲
げ
な
い
。
推
定
段
階
②
で
諸
説
が
一

致
し
て
い
る
場
合
は
発
表
時
の
最
も
早
い
注
釈
書
の
み
を
掲
げ
、
「
以
下
同
じ
」

と
記
す
。
各
文
献
の
凡
例
は
次
の
と
お
り
。
こ
の
う
ち
岸
上
、
田
中
両
氏
が
後

年
に
説
を
変
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
※
の
新
説
の
方
を
採
用
し
、

場
合
に
よ
っ
て
は
中
段
に
そ
の
経
緯
を
記
す
。

1
史
書
類

皿
古
　
註

《小
》

《権
》

《紀
》

《世
》

〈三
〉

〈前
〉

皿

注
釈
書
　
〔
岸
〕

〔田
〕

『小
右
記
」

『
権
記
』

『
日
本
紀
略
』

『本
朝
世
紀
」

三
巻
本
枕
草
子
勘
物

（
田
中
重
太
郎

《小
目
》
『
小
記
目
録
」

《扶
》
『
扶
桑
略
記
」

《百
》
『
百
練
抄
」

《僧
》
『
僧
綱
補
任
』

　
　
　
　
　
　
『
校
本
枕
冊
子
』
に
よ
る
）

前

田
家
本
枕
草
子
勘
註

（
田
中
重
太
郎
『
前
田
家
本
枕
冊
子
新
註
」
に
よ
る
）

岸
上
慎
二
「
枕
草
子
の
史
実
の
文
の
年
代
に
つ
い
て
」

（『
国
語
国
文
」
昭
和
一
四
年
二
、
三
月
／
『
清
少
納
言

伝
記
孜
』
所
収
）

※

『
校
注
古
典
叢
書
」
昭
和
四
四
年
（
明
治
書
院
）

田
中
重
太
郎
『
日
本
古
典
全
書
』
昭
和
二
二
年

※
『
校
注
枕
冊
子
」
昭
和
五
〇
年
（
角
川
書
店
）

〔池
〕
池
田
亀
鑑
『
全
講
枕
草
子
』
昭
和
三
一
年

〔森
〕
森
本
元
子
『
枕
草
子
必
携
』
昭
和
四
二
年

〔萩
〕
萩
谷
朴
『
新
潮
日
本
古
典
集
成
』
昭
和
五
二
年

〔石
〕
石
田
穣
二
『
角
川
文
庫
』
昭
和
五
五
年

［全
］
松
尾
聰
・
永
井
和
子
『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
平
成

　
　

九
年

　
中
段
に
は
、
従
来
の
研
究
の
流
れ
を
踏
ま
え
つ
つ
各
段
の
年
時
考
証
の
現
状

に

つ
い

て
記
す
。
考
証
の
根
拠
と
な
る
枕
草
子
本
文
の
記
述
は
「
　
」
で
抜
き

出
し
て
、
で
き
る
だ
け
記
載
す
る
。

　
下
段
に
は
、
各
章
段
に
登
場
す
る
人
物
と
本
文
内
に
お
け
る
呼
称
を
「
　
」

で
列
挙
す
る
。
そ
の
呼
称
（
官
位
な
ど
）
が
章
段
の
年
時
考
証
結
果
と
合
わ
な

い

場
合
は
右
下
に
△
を
記
し
、
ま
た
能
因
本
が
違
う
表
記
を
し
て
い
る
場
合
は

（

）
内
に
「
能
」
と
記
し
て
能
因
本
本
文
を
付
し
て
お
く
。
章
段
内
に
実
際
に

登
場
し
な
い
人
物
（
会
話
内
や
説
明
文
中
で
掲
げ
ら
れ
る
場
合
な
ど
）
に
つ
い

て

は
人
物
名
上
の
◆
を
◇
と
し
て
区
別
す
る
。

　
な
お
本
稿
で
は
前
記
時
代
区
分
の
う
ち
、
③
藤
原
道
隆
莞
去
の
頃
と
、
ω
清

少
納
言
長
期
里
居
の
頃
を
掲
載
し
、
後
は
次
稿
に
続
け
る
こ
と
と
し
た
い
。

（22）
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③
藤
原
道
隆
莞
去
の
頃

◎
頭
中
将
の
す
ず
う
な
る
そ
ら
言
を
聞
き
て
【
七
八
】

内
裏
で
の
「
二
月
つ
ご
も
り
が
た
」
の
出
来
事
。
藤
原
斉
信
が
頭
中
将
（
正

◆
藤
原
斉
信
「
頭
中
将
」
「
頭
の

長
徳
元
年
か
〈
三
〉

暦
五
・
8
～
長
徳
二
・
4
）
で
定
子
が
内
裏
に
滞
在
し
た
二
月
末
に
は
長
徳
殿
」
◆
源
宣
方
「
源
中
将
」
「
中

長
徳
元
年
二
月
〔
岸
〕
以
下
同
じ

元
年
が
相
当
す
る
。
ま
た
、
当
該
章
段
を
受
け
て
始
ま
る
次
段
「
返
る
年
の

将
」
◆
橘
則
光
「
修
理
亮
則
光
」

二
月
二
十
余
日
」
【
七
九
】
が
長
徳
二
年
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
と
も
符
合
す

△

「
せ

う
と
」
◆
定
子
「
御
前
」

る
。
し
た
が
っ
て
、
橘
則
光
の
修
理
亮
（
長
徳
二
年
以
降
）
と
い
う
官
職
は

◆
一
条
「
上
」
◆
清
少
納
言

後
の
呼
称
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

○
御
方
々
、
君
達
、
上
人
な
ど
御
前
に
【
九
七
】

こ
れ
と
い
っ
た
推
定
根
拠
は
な
い
が
、
定
子
周
辺
に
身
内
の
「
御
方
々
、
君

◆
定
子
◆
清
少
納
言

長
徳
元
年
四
月
以
前
か
〔
池
・
森
・
萩
〕
［
全
］

達
」
な
ど
が
た
く
さ
ん
伺
候
し
て
い
る
章
段
冒
頭
の
状
況
、
清
少
納
言
と
の

や

り
取
り
で
、
自
分
自
身
を
「
第
一
の
人
」
と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
定
子
の

誇
り
や
か
な
態
度
か
ら
推
察
し
て
、
中
関
白
家
に
零
落
の
陰
も
な
い
道
隆
莞

去
前
と
考
え
る
の
が
適
当
か
。

○
ね

た

き
も
の
（
南
の
院
に
お
は
し
ま
す
こ
ろ
）

類
聚
段
「
ね
た
き
も
の
」
中
の
一
節
で
、
縫
物
を
反
対
向
き
に
縫
っ
て
し

◇
定
子

（能
「
宮
」
）
（
能
◇
道
隆

【九
一
】

ま
っ
た
女
房
の
逸
話
を
挟
ん
だ
部
分
。
「
南
の
院
」
つ
ま
り
東
三
条
南
院

「
殿
」
）
◆
「
命
婦
の
乳
母
」
（
女

長
徳
元
年
四
月
〔
池
・
森
・
岸
・
萩
・
石
・
②
〕

（藤
原
道
隆
邸
）
に
定
子
が
滞
在
し
て
い
た
期
間
の
出
来
事
。
清
少
納
言
出

房
）
◆
「
源
少
納
言
」
（
女
房
）

［全
］

仕
後
、
定
子
が
東
三
条
院
に
行
啓
し
た
記
録
が
あ
る
の
は
、
正
暦
五
年
二
月

◆
「
中
納
言
の
君
」
（
能
「
新
中

長
徳
元
年
四
月
か
正
暦
五
年
二
月
〔
田
〕

の

積
善
寺
供
養
の
折
《
紀
・
世
》
と
道
隆
莞
去
直
前
の
長
徳
元
年
四
月
六
日

納
言
」
）
（
女
房
）
◆
清
少
納
言

正
暦
五
年
二
月
③

《
紀
》
で
、
当
該
章
段
の
年
時
は
そ
の
ど
ち
ら
か
と
推
定
さ
れ
る
。
東
三
条

長
保
元
年
十
一
月
以
降
①

南
院
は
正
暦
四
年
三
月
三
十
日
に
焼
亡
し
《
紀
・
百
》
、
再
建
後
に
道
隆
が

戻
っ
た
の
は
正
暦
五
年
十
一
月
十
六
日
《
百
》
、
翌
長
徳
元
年
四
月
十
日
に

①
岩
野
祐
吉

「源
少
納
言
・
新
中
納
言
・
命
婦
の
乳

彼
は
こ
こ
で
莞
去
し
た
。
し
た
が
っ
て
正
暦
五
年
二
月
の
場
合
は
、
焼
亡
し

母
考
」
（
『
平
安
文
学
研
究
』
S
2
8
・
6
）

た
自
邸
に
道
隆
が
正
式
に
戻
る
以
前
の
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
能
因
本
本

②
三
田
村
雅
子
「
枕
草
子
の
虚
構
性
」
（
有
精
堂

文
に
は
「
南
の
院
に
お
は
し
ま
す
頃
」
に
続
い
て
「
西
の
対
に
殿
の
お
は
し

『
枕
草
子
講
座

1
」
S
5
0
／
『
枕
草
子
表
現
の
論
ま
す
方
に
宮
も
お
は
し
ま
せ
ば
」
と
あ
り
、
道
隆
の
存
在
を
明
示
、
さ
ら
に

理
』
所
収
）

こ
の
時
女
房
た
ち
が
下
命
さ
れ
た
急
ぎ
の
衣
服
が
「
平
絹
の
御
衣
」
で
無
紋

③
圷
美
奈
子

「
『枕
草
子
」
「
南
の
院
の
裁
縫
」
の
条

だ

っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
喪
服
の
調
達
を
想
定
し
、
道
隆
が
東
三
条
南
院
に

の

事
件
年
時
に
つ
い
て
（
上
、
下
）
」
（
『
語
文
』

戻
っ
た
後
で
危
篤
状
態
に
あ
っ
た
長
徳
元
年
四
月
の
方
を
支
持
す
る
説
が
有

（23）
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H
4
・
1
2
、
H
5
・
3
）

力
。
道
隆
莞
去
と
い
う
重
大
な
時
期
と
当
該
章
段
に
お
け
る
女
房
た
ち
の
明

る
い
雰
囲
気
と
の
齪
齪
が
問
題
に
さ
れ
た
近
年
の
論
争
②
③
や
、
登
場
す
る

「
命
婦
の
乳
母
」
を
敦
康
親
王
の
乳
母
と
考
え
て
長
保
元
年
十
一
月
以
後
を

想
定
し
た
初
期
の
説
①
も
あ
る
。

＊
小
原
の
殿
の
御
母
上
と
こ
そ
は
【
二
八
八
】

歌
物
語
的
な
打
聞
章
段
。
「
小
原
の
殿
」
は
不
明
だ
が
、
前
田
家
本
と
能
因

◆
道

綱
母
「
小
原
の
殿
の
御
母

長
徳
元
年
五
月
以
前
〔
岸
・
田
・
萩
・
石
〕

本
系
の
異
本
に
「
ふ
の
殿
」
と
あ
り
、
「
傅
の
殿
」
な
ら
藤
原
道
綱
で
あ
り
、

上
」
（
「
傅
の
殿
の
御
母
上
」
△
）

［全
］

当
該
章
段
で
詠
ま
れ
た
和
歌
が
『
拾
遺
集
』
（
巻
二
十
哀
傷
二
二
四
〇
）
に

「
春
宮
大
夫
道
綱
母
」
の
歌
と
し
て
採
ら
れ
る
こ
と
と
一
致
す
る
。
年
時
推

定
は
道
綱
母
没
（
長
徳
元
・
5
）
以
前
と
い
う
も
の
。
道
綱
が
東
宮
傅
に

な
っ
た
の
は
寛
弘
四
年
（
一
〇
〇
七
）
な
の
で
、
官
職
は
後
の
呼
称
。

◎
故
殿
の
御
服
の
こ
ろ
【
一
五
五
】

藤
原
道
隆
の
服
喪
中
、
定
子
が
太
政
官
庁
に
過
ご
し
た
時
の
事
件
に
始
ま

◇
道
隆
「
故
殿
」
◆
定
子
「
宮
」

長
徳
元
年
六
月
～
同
二
年
四
月
頃

り
、
そ
の
折
清
少
納
言
が
応
酬
し
た
藤
原
斉
信
と
の
交
流
の
そ
の
後
の
経
過

「
御
前
」
◆
清
少
納
言
◆
藤
原
斉

を
語
り
つ
い
で
い
く
長
段
。
話
の
文
脈
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
複
数
の

信

「
宰
相
中
将
斉
信
」
△
「
頭
中

【第
一
部
】
故
殿
の
御
服
の
こ
ろ
～

別
章
段
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、
現
在
も
斉
信
が
登
場
す
る
第

将
」
「
宰
相
中
将
」
◆
源
宣
方

長
徳
元
年
六
～
七
月
〈
三
〉
以
下
同
じ

二
部
以
下
を
別
段
と
し
て
立
て
る
注
釈
書
も
多
い
。
本
稿
で
は
長
年
に
わ
た

「
宣
方
の
中
将
」
「
源
中
将
」
「
中

【第
二
部
】
宰
相
の
中
将
斉
信
～

る
記
事
が
取
材
さ
れ
形
成
さ
れ
た
一
章
段
と
し
て
、
年
時
も
全
体
的
に
と
ら

将
」
「
宣
方
」
◆
源
道
方
「
道
方

長
徳
元
年
七
月
（
「
こ
の
四
月
の
つ
い
た
ち

え

る
の
が
よ
い
と
考
え
る
が
、
便
宜
上
、
全
体
を
三
部
に
分
け
て
解
説
す

の

少
納
言
」
（
能
ナ
シ
）
◆
一
条

ご
ろ
」
の
部
分
は
長
徳
元
年
四
月
の
話
で

る
。
【
第
一
部
】
道
隆
の
服
喪
中
（
長
徳
元
・
4
以
後
一
年
間
）
の
「
六
月

「
上
」
「
上
の
御
前
」
◇
「
右
近
の

挿
入
部
）
〔
池
⑤
・
森
・
萩
・
石
・
田
〕

つ

ご
も
り
の
日
」
、
大
祓
え
の
神
事
が
行
な
わ
れ
る
た
あ
に
定
子
が
内
裏
か

将
曹
み
つ
な
に
と
か
や
い
ふ
者
」

［全
］

ら
退
出
し
、
「
官
の
司
の
朝
所
」
に
「
（
七
月
）
八
日
」
ま
で
過
ご
し
た
時
の

（能

「
右
近
の
上
官
み
つ
な
に
と

内
容
的
に
さ
ら
に
二
分
す
る
説
〔
岸
〕

こ
と
。
定
子
の
動
静
は
史
書
に
は
見
え
な
い
が
、
三
巻
本
勘
物
お
よ
び
勘
物

か

や
い
ふ
者
」
）
（
近
衛
府
の
役

（
1
）
宰
相
の
中
将
斉
信
～

所
引
『
小
野
右
府
記
（
小
右
記
）
』
に
記
さ
れ
る
。
【
第
二
部
】
第
一
部
の
太

人
）

長
徳
二
年
三
月

政
官
庁
で
の
七
夕
の
折
の
出
来
事
。
清
少
納
言
と
藤
原
斉
信
の
応
酬
の
意
味

（
2
）
こ
の
三
（
能
）
月
の
つ
い
た
ち
～

が
、
「
こ
の
四
月
の
つ
い
た
ち
ご
ろ
（
能
「
こ
の
三
月
つ
ご
も
り
」
）
」
以
下

長
徳
元
年
三
月
～
七
月

で
過
去
の
話
に
遡
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
時
間
を
遡
る
文
脈
が
長
年
解
読

【第
三
部
】
宰
相
に
な
り
た
ま
ひ
し
こ
ろ
～

さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
斉
信
の
宰
相
就
任
（
長
徳
二
・
4
）
と
い
う
本
文

長
徳
二
年
二
月
頃
以
前
〔
萩
〕

中
唯
一
の
手
が
か
り
か
ら
、
長
徳
二
年
と
考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
原
田
清
が

長
徳
二
年
四
月
以
前
〔
池
・
森
〕

こ
の
文
脈
を
解
き
④
、
次
に
池
田
亀
鑑
が
長
徳
元
年
と
考
証
し
て
年
時
が
定

（24）
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長
徳
二
年
四
月
～
同
四
年
八
月
［
全
］

ま
っ
た
⑤
。
た
だ
し
、
斉
信
が
「
宰
相
に
な
り
た
ま
ひ
に
し
か
ば
」
と
あ
る

記
述

は
史
実
的
に
は
誤
り
と
考
え
る
他
な
い
。
早
く
三
巻
本
勘
物
が
斉
信
宰

④
原
田
清
「
枕
草
子
『
宰
相
中
将
斉
信
宣
方
の
中
将

相
の
記
事
に
不
審
の
注
記
を
加
え
、
長
徳
元
年
説
を
と
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

の
段
』
の
年
時
に
就
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
」

る
。
【
第
三
部
】
藤
原
斉
信
の
宰
相
就
任
に
つ
い
て
清
少
納
言
が
一
条
天
皇

S
1
7
・
9
）

に
そ
の
延
期
を
願
い
出
て
い
た
こ
と
か
ら
、
斉
信
が
宰
相
に
就
任
す
る
直
前

⑤
池

田
亀
鑑
「
枕
草
子
百
四
十
三
・
四
・
五
・
六
段

で
、
定
子
が
内
裏
に
居
た
期
間
（
長
徳
二
・
2
ま
で
）
が
推
定
さ
れ
る
。
斉

年
時
考
証
」
（
『
国
語
と
国
文
学
」
S
1
8
・
7
）

信
が
宰
相
就
任
（
長
徳
二
・
4
）
後
に
、
清
少
納
言
の
許
を
ほ
と
ん
ど
訪
れ

な
く
な
っ
た
代
わ
り
に
源
宣
方
（
長
徳
四
・
8
没
）
が
度
々
訪
れ
た
逸
話
が

続
く
の
で
、
年
時
の
下
限
は
長
徳
四
年
ま
で
考
え
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

◎
故
殿
の
御
た
め
に
、
月
ご
と
の
十
日
【
一
二
九
】

定
子
が
父
道
隆
（
長
徳
元
・
4
莞
去
）
の
追
善
供
養
を
「
九
月
十
日
、
職
御

◇
道
隆
「
故
殿
」
◆
定
子
◆
「
清

長
徳
元
年
九
月
〈
三
〉
以
下
同
じ

曹
司
に
て
」
行
な
っ
た
折
の
こ
と
で
、
道
隆
服
喪
中
の
長
徳
元
年
九
月
で
あ

範
」
（
講
師
の
僧
侶
）
◆
藤
原
斉

る
こ
と
が
確
定
す
る
。
供
養
が
終
っ
た
夜
、
藤
原
斉
信
の
朗
詠
を
称
賛
し
た

信

「
頭
中
将
斉
信
の
君
」
◇
一
条

つ
い

で

に
、
章
段
後
半
は
斉
信
と
清
少
納
言
と
の
交
流
に
つ
い
て
述
べ
る
。

「
上
の

御
前
」
◆
清
少
納
言

◎

は
し
た
な
き
も
の
（
八
幡
の
行
幸
の
、
か
へ
ら
せ
た

一
条
天
皇
の
石
清
水
八
幡
宮
行
幸
の
日
の
こ
と
で
、
史
書
に
長
徳
元
年
十
月

◆
一
条
「
う
ち
」
◆
詮
子
「
女

ま
ふ
に
）
【
＝
一
三
】

二
十
二
日
と
記
録
が
あ
る
。
三
巻
本
勘
物
所
引
『
小
右
記
』
『
信
経
記
』
に

院
」
◆
藤
原
斉
信
「
斉
信
の
宰
相

長
徳
元
年
十
月
《
紀
》

も
同
じ
記
事
が
採
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
藤
原
斉
信
の
「
宰
相
中
将
」
（
長

中
将
」
△
◆
清
少
納
言

〈
三
〉
以
下
同
じ

徳
二
・
4
）
と
い
う
官
職
は
後
の
呼
称
に
よ
る
こ
と
に
な
る
。

○
中
納
言
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
【
九
八
】

隆
家
が
中
納
言
（
長
徳
元
・
4
～
同
二
・
4
ま
た
は
長
保
四
・
9
以
後
）
と
◆
隆
家
「
中
納
言
」
（
能
「
中
納

長
徳
元
年
四
月
～
同
二
年
四
月
〔
石
〕

い

う
以
外
に
推
定
根
拠
は
な
い
が
、
左
遷
後
、
本
官
に
復
帰
し
た
長
保
四
年

言
殿
」
）
「
隆
家
」
◆
定
子
◆
清
少

正
暦
五
年
夏
ま
た
は
長
徳
元
年
〔
萩
〕

以
後

は
定
子
崩
御
後
で
問
題
外
。
内
裏
か
職
曹
司
で
の
こ
と
だ
ろ
う
が
場
所

納
言

長
徳
元
年
正
月
～
同
二
年
四
月
〔
田
・
岸
〕

も
不
明
で
あ
る
。
章
段
内
の
雰
囲
気
の
明
朗
さ
か
ら
比
較
的
早
期
に
年
時
を

［全
］

設
定
す
る
説
が
あ
り
、
隆
家
の
中
納
言
を
後
官
の
呼
称
と
み
て
も
年
時
の
上

長
徳
元
年
四
月
～
同
二
年
二
月
〔
森
〕

限
を
上
げ
る
方
が
よ
い
と
考
え
る
も
の
も
あ
る
。

長
徳
二
年
四
月
以
前
か
〔
池
〕

△
殿
上
よ
り
【
一
〇
一
】

場
所
が
内
裏
で
、
清
少
納
言
出
仕
後
の
梅
の
花
の
季
節
で
あ
る
こ
と
以
外
に

◆
一
条
「
上
の
御
前
」
（
能
「
う

正
暦
五
年
か
〈
前
〉

推
定
根
拠
は
な
く
、
広
い
範
囲
の
年
時
が
当
て
は
ま
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ

へ
」
）
◆
清
少
納
言

（25）
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正暦
五
年
～
長
徳
二
年
か
長
保
二
年
の
二
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
岸
〕
長
徳
元
年
か
二
年
の
春
〔
森
〕
長
徳
元
年
一
月
か
〔
萩
〕
長
徳
元
年
一
月
～
同
二
年
四
月
［
全
］

は
、
当
該
章
段
が
清
少
納
言
自
身
を
主
人
公
に
し
た
歌
語
り
的
な
段
で
あ
る
こ
と
と
関
係
す
る
だ
ろ
う
。

◎
殿
上
の

　
長

　
　

　
　
　
長

　
　
　
長
徳
二
年
一
月
～
長
保
元
年
一
月
〔
萩
〕

内
裏
で
名
対
面
を
聞
い
て
い
る
女
房
の
立
場
か
ら
の
観
察
が
、
後
半
で
特
定
の
人
物
の
噂
話
に
移
る
。
源
方
弘
が
蔵
人
で
あ
っ
た
期
間
（
長
徳
二
・
1
～
同
五
〈
長
保
元
〉
・
1
）
の
う
ち
、
彼
の
粗
忽
に
人
々
が
過
剰
に
反
応
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
就
任
間
も
な
い
こ
ろ
が
妥
当
か
。
清
少
納
言
が
内
裏
に
滞
在
し
て
い
て
、
方
弘
の
噂
を
間
近
に
聞
け
た
の
は
長
徳
二
年
は
二
月
ま
で
。

◆
源
方
弘
「
方
弘
」

◎
方
弘

　
長

　
　

　
　
　
長
徳
二
年
か
〔
田
〕

源
方
弘

面
こ
そ
」
【
五
四
】
と
同
じ
頃
の
年
時
（
長
徳
二
年
一
～
二
月
）
を
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
当
該
章
段
の
場
合
は
方
弘
が
蔵
人
で
あ
っ
た
期
間
に
限
ら
ず
、
彼
が
所
雑
色
に
任
じ
ら
れ
（
長
徳
元
・
1
0
）
、
宮
中
に
出
入
り
し
始
め
た
頃
か
ら
を
考
え
る
こ
と
も
可
能
か
。

◆
源
方
弘

「
方

◎
返　

長
徳
二
年
二
月
〈
三
〉
以
下
同
じ

◆
定
子

「

信

「
◆

言
◇
「
宰
相
の
君
」
（
女
房
）

（26）一
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〇

二
月
、
官
の
司
に
【
＝
一
七
】

内
裏
で
見
聞
し
た
二
月
の
宮
廷
儀
式
と
、
そ
れ
に
ち
な
ん
だ
藤
原
行
成
と
の

◆
一
条
「
う
へ
」
◆
定
子
「
宮
」

長
徳
二
年
二
月
〔
岸
・
田
・
石
〕
［
全
］

応
酬
の
話
。
行
成
が
頭
弁
（
長
徳
二
・
4
～
長
保
三
・
8
）
、
平
惟
仲
が
左
◆
藤
原
行
成
「
頭
弁
」
△
「
み
ま

長
徳
四
か
五
年
ま
た
は
長
保
元
年
の
二
月

大
弁
（
正
暦
五
・
9
～
長
徳
二
・
7
）
で
定
子
が
内
裏
に
滞
在
し
た
二
月
の

な
の
な
り
ゆ
き
」
（
能
「
み
き
な

〔池
・
森
〕

時
期
は
な
い
。
こ
こ
で
は
儀
式
執
行
役
の
大
弁
と
し
て
登
場
す
る
惟
仲
の
官

と
の
な
か
ゆ
き
」
）
◆
平
惟
仲

長
保
元
年
二
月
〔
萩
〕

職
を
優
先
し
、
頭
弁
行
成
に
つ
い
て
は
、
そ
の
登
場
の
初
年
で
あ
る
長
徳
二

「
惟

仲
」
「
左
大
弁
」
◇
橘
則
光

年
を
考
え
る
の
が
妥
当
か
。
ち
な
み
に
当
該
章
段
で
は
二
月
の
列
見
と
八
月

「
則

光
」
◇
「
な
り
や
す
」
（
能

の

定
考
を
取
り
違
え
、
さ
ら
に
釈
萸
の
儀
式
も
混
同
し
て
い
る
ら
し
い
が
、

「
な
り
や
と
」
）
（
不
明
）
◆
清
少

「梅
の
い
み
じ
う
咲
き
た
る
」
二
月
の
季
節
は
動
か
な
い
。

納
言
「
少
納
言
殿
」

△
細
殿
に

び
ん
な
き
人
な
む
【
二
二
二
】

内
裏
の
細
殿
（
登
華
殿
の
西
廟
）
に
清
少
納
言
の
局
が
あ
っ
た
こ
と
以
外
に

◆
定
子
◆
清
少
納
言
◆
「
右
近
の

正
暦
五
年
夏
か
秋

推
定
根
拠

は
な
い
。
定
子
に
対
す
る
清
少
納
言
の
態
度
か
ら
は
比
較
的
初
期

内
侍
」
（
女
房
）

ま
た
は
長
徳
元
年
夏
〔
萩
〕

の

こ
ろ
と
考
え
ら
れ
る
。
最
後
に
定
子
の
話
を
聞
い
て
い
る
右
近
の
内
侍
は

長
徳
二
年
二
月
頃
ま
で
〔
森
〕

天
皇
付
き
の
女
房
で
、
こ
ち
ら
は
比
較
的
後
期
に
登
場
す
る
人
物
。

ω
清
少
納
言
長
期
里
居
の
頃

◎
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
【
一
三
七
】

「
殿

な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
」
は
道
隆
莞
去
（
長
徳
元
・
4
）
後
を
示
す

◇
道
隆
「
殿
」
（
能
「
故
殿
」
）
◆

長
徳
二
年
秋
〔
森
〕

が
、
同
時
期
に
道
兼
な
ど
、
疫
病
で
多
く
の
人
々
が
没
し
た
こ
と
を
含
め
て

定
子

「宮
」
「
御
前
」
◆
清
少
納

七
月
〔
石
〕

考
え
て
も
よ
い
。
「
世
の
中
に
事
出
で
来
、
さ
わ
が
し
う
な
り
て
」
は
翌
長

言
◆
源
経
房
「
右
中
将
」
（
能

七
月
十
一
日
〔
池
⑦
⑧
〕

徳
二
年
の
花
山
院
不
敬
事
件
（
一
月
）
か
ら
伊
周
・
隆
家
左
遷
（
四
月
）
に

「
左
中
将
」
△
）
◇
「
宰
相
の
君
」

七
月
二
十
一
日
か
〔
萩
〕

至

る
定
子
周
辺
の
騒
動
で
、
「
宮
も
ま
ゐ
ら
せ
た
ま
は
ず
、
小
二
条
殿
（
能

（女

房
）
（
能
因
本
の
二
例
目
は

長
徳
二
年
五
月
〔
岸
〕
（
七
、
八
月
と
も
）

「小
一
条
」
）
と
い
ふ
所
に
お
は
し
ま
す
」
状
況
に
あ
っ
た
時
の
こ
と
。
定
子

「
左
京
の
君
」
）
◇
藤
原
道
長
「
左

五
、
七
、
八
月
［
全
］

は
長
徳
二
年
二
月
二
十
五
日
に
内
裏
か
ら
職
曹
司
へ
退
出
し
（
三
巻
本
勘
物

の

大
殿
」
◇
謎
々
合
せ
の
男
「
方

長
徳
二
年
初
夏
～
同
三
年
春
⑨

所
引
『
信
経
記
』
）
、
三
月
四
日
に
職
曹
司
か
ら
二
条
北
宮
へ
出
御
《
小
》
、

人
に

は
あ
ら
で
、
さ
や
う
の
事
に

長
徳
二
年
秋
～
同
三
年
春
⑩

六
月
九
日
に
中
宮
御
所
焼
亡
に
遭
っ
て
高
階
明
順
宅
へ
避
難
し
た
《
紀
・

り
ゃ
う
り
ゃ
う
じ
か
り
け
る
」

小
》
後
、
長
徳
三
年
六
月
二
十
二
日
に
職
曹
司
に
参
入
す
る
《
紀
・
小
》
ま

（能
「
か
た
へ
に
は
あ
ら
で
、
さ

⑦

「枕
草
子
の
原
形
と
そ
の
成
立
年
代
」
（
『
国
語
』

で
所
在
が
史
書
に
残
っ
て
お
ら
ず
、
当
該
章
段
が
そ
の
間
の
定
子
の
様
子
を

や

う
の
事
に
ら
う
ら
う
じ
か
り
け

S
1
3
・
7
『
研
究
枕
草
子
』
所
収
）

伝
え

る
唯
一
の
記
録
。
舞
台
の
「
小
二
条
殿
」
が
ど
こ
な
の
か
に
つ
い
て
は

る
」
）

⑧

「
枕
草
子
一
二
六
段
の
年
時
と
そ
の
精
神
」

諸
説
あ
る
が
未
定
。

（『
中
古
国
文
学
叢
考
第
一
」
S
1
8
・
5
『
研
究
枕

こ
の
時
「
久
し
う
里
に
ゐ
た
り
」
と
い
う
状
況
の
清
少
納
言
の
許
を
訪
れ

（27）
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草
子
」
所
収
）

⑨
鷲
山
茂
雄
「
秋
の
牡
丹
・
秋
の
山
吹
1
『
枕
草

　
子
』
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
」
の
段
の
史

　
実
年
時
考
証
再
考
1
」
（
『
立
正
大
学
国
語
国
文
」

　

S
6
3
・
3
）

⑩
拙
稿
「
枕
草
子
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
」

　
の
段
年
時
考
－
山
吹
の
花
の
季
節
か
ら
ー
」
（
『
日

　
本
女
子
大
学
対
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
」
H
7
・

　
3
）

◎
御
前
に

て

人
々
と
も
、
ま
た
物
仰
せ
ら
る
る
つ
い
で

　
な
ど
に
も
【
二
五
九
】

　
　
長
徳
二
年
　
四
～
五
月
か
〔
岸
〕

　
　
　
　
　
　
　
六
月
〔
森
〕

　
　
　
　
　
　
　
四
～
六
月
［
全
］

　
　
　
　
　
　
　
七
月
〔
池
⑥
〕

　
　
　
　
　
　
　
六
～
八
月
〔
萩
〕

⑥

「枕
草
子
小
二
条
宮
を
主
題
と
す
る
諸
段
に
つ
い

　
て
」
（
『
中
古
国
文
学
叢
考
第
一
」
S
1
8
・
7

　
『
研
究
枕
草
子
」
所
収
）

た

の

は
右
中
将
源
経
房
（
長
徳
二
・
7
～
同
四
・
1
0
）
で
、
彼
が
伝
え
た
中

宮
女
房
の
装
束
が
「
朽
葉
の
唐
衣
」
「
紫
苑
、
萩
な
ど
」
と
秋
の
趣
向
を
示

し
て
い
る
こ
と
か
ら
季
節
は
秋
と
見
ら
れ
る
。
三
巻
本
勘
物
は
経
房
訪
問
の

傍
注

で
、
朝
廷
か
ら
中
宮
へ
火
事
見
舞
い
の
雑
物
が
贈
ら
れ
た
七
月
十
一
日

《
紀
》
の
記
事
を
引
く
。
こ
れ
を
受
け
て
経
房
訪
問
を
こ
の
折
の
こ
と
と
考

え

る
説
⑦
⑧
や
、
経
房
が
右
中
将
に
昇
進
し
た
同
月
二
十
一
日
を
当
て
る
説

が

あ
る
が
、
日
に
ち
ま
で
断
定
す
る
に
は
根
拠
が
乏
し
い
。
さ
て
当
該
章
段

を
秋
の
こ
と
と
し
た
場
合
、
経
房
の
話
の
中
の
「
台
（
能
「
露
台
」
）
の
前
に

植
ゑ

ら
れ
た
り
け
る
牡
丹
」
お
よ
び
、
定
子
か
ら
清
少
納
言
に
贈
ら
れ
た

「
山
吹
の
花
び
ら
」
か
ら
通
常
導
か
れ
る
春
の
季
節
と
合
わ
な
い
。
こ
れ
に

つ
い

て
諸
説
が
提
出
さ
れ
る
中
、
池
田
亀
鑑
が
前
者
は
白
氏
文
集
に
依
る
花

の

な
い
秋
の
牡
丹
、
後
者
は
返
り
咲
き
の
秋
の
山
吹
と
解
釈
し
て
⑧
、
秋
説

が
定
説
に
な
っ
た
。
五
月
説
を
主
張
し
て
い
た
岸
上
慎
二
も
後
に
七
、
八
月

の

可
能
性

を
加
え
て
い
る
。
さ
ら
に
近
年
は
、
後
者
を
翌
三
年
の
春
と
考

え
、
当
該
章
段
の
年
時
期
間
、
す
な
わ
ち
清
少
納
言
の
里
居
期
間
を
一
年
近

く
の
長
期
に
延
ば
し
て
見
る
説
⑨
⑩
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

史
実
的
な
内
部
徴
証
は
な
い
が
、
清
少
納
言
の
里
居
に
関
し
て
推
定
さ
れ
て

◆
清
少
納
言
◆
定
子
◆
「
右
京
の

い

る
。
前
半
、
清
少
納
言
が
精
神
的
に
つ
ら
い
時
、
白
い
紙
と
筆
を
得
た

君
」
（
能
「
左
京
の
君
」
）
（
女
房
）

り
、
ま
た
高
麗
縁
の
畳
を
見
た
ら
気
持
ち
が
晴
れ
る
と
定
子
の
前
で
常
々
述

べ
て
い

た
の
は
長
徳
元
年
以
前
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
特
に
い
つ
の
事
と
定

め
ず
に
記
し
た
導
入
部
。
「
さ
て
後
ほ
ど
経
て
」
以
下
は
「
心
か
ら
思
ひ
乱

る
る
事
あ
り
て
、
里
に
あ
る
こ
ろ
」
と
あ
る
の
で
、
清
少
納
言
が
精
神
的
悩

み

か

ら
長
期
の
里
居
を
し
て
い
た
時
と
考
え
、
「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で

後
」
【
一
三
七
】
と
同
時
期
の
長
徳
二
年
と
す
る
こ
と
で
諸
説
一
致
す
る
。

さ
ら
に
何
月
か
は
、
一
三
七
段
の
年
時
考
証
に
よ
っ
て
説
が
分
か
れ
る
。
ち

な
み
ぬ
当
該
章
段
で
は
里
居
中
の
清
少
納
言
に
定
子
か
ら
紙
と
畳
が
送
ら
れ

る
が
、
清
少
納
言
は
再
出
仕
に
至
っ
て
い
な
い
。

（28）
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○

こ
の
草
子
、
見
に
見
え
心
に
思
ふ
事
を
【
祓
文
】

　
　
【
第
一
部
】
こ
の
草
子
～

　
　
　
正
暦
五
年
八
月
～
長
徳
二
年
四
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〔池
・
岸
・
田
・
石
〕
［
全
］

　
　
　
　

正
暦
五
年
冬
～
長
徳
元
年
四
月
〔
萩
〕

　
　
【
第
二
部
】
左
中
将
ま
だ
～

　
　
　
長
徳
二
年
秋
〔
萩
〕

　
　
　
　
　
　

七
月
十
一
日
〔
池
【
一
三
七
】
⑥
〕

　
　
　
　
　
　

六
、
七
月
［
全
］

　
　
　
　

長
徳
元
年
か
二
年
〔
岸
・
田
・
石
〕

○
雨
の
う
ち
は
へ
降
る
こ
ろ
【
九
九
】

　
　
【
第
一
部
】
雨
の
う
ち
は
へ
～

　
　
　
長
徳
三
年
〔
石
〕

　
　
　
　
　
　
　
一
月
～
同
四
年
一
月
〔
岸
〕

　
　
　
　
　
　

六
月
～
同
四
年
一
月
〔
森
〕

　
　
　
　
　
　

七
月
〔
萩
〕

　
　
　
　
　
　
五
月
か
〔
森
〕
⑪

　
　
【
第
二
部
】
作
物
所
の
別
当
す
る
こ
ろ
～

　
　
　
長
徳
二
年
か
〔
石
・
萩
〕
［
全
］

　
　
　
　
　
　

五
月
⑪

［全
］

⑪
拙
稿

「
枕
草
子
『
雨
の
う
ち
は
へ
降
る
こ
ろ
」
の

　
段
の
年
時
－
章
段
構
成
の
手
法
に
つ
い
て
の
一
考

　
察
」
（
『
十
文
字
学
園
女
子
短
期
大
学
研
究
紀
要
」

　
H
7
・
9
）

○
里

に
ま
か
で
た
る
に
【
八
〇
】

　
　
　
　
長
徳
二
年
九
月
〔
池
【
二
五
九
】
段
⑥
〕

枕
草
子
の
成
立
に
関
連
し
て
早
く
か
ら
考
証
さ
れ
て
き
た
最
終
章
段
。
全
体

◆
定
子
「
宮
の
御
前
」
◆
伊
周

は
四
段
落
に
分
け
ら
れ
、
史
実
に
関
係
す
る
事
項
は
第
二
、
第
四
段
に
含
ま

「内
の
大
臣
」
（
能
「
内
の
大
殿
」
）

れ

る
。
従
来
、
第
一
～
三
段
を
第
一
部
、
第
四
段
を
第
二
部
と
し
て
考
証
さ

◇
一
条
「
上
の
御
前
」
◆
清
少
納

れ

て

き
た
の
で
従
っ
て
お
く
。
第
一
部
は
、
第
二
段
冒
頭
に
登
場
す
る
伊
周

言
◆
源
経
房
「
左
中
将
」
「
伊
勢

が

「
内
の
大
臣
」
（
正
暦
五
・
8
～
長
徳
二
・
4
）
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
守
」

か

ら
の
推
定
。
萩
谷
朴
は
定
子
が
内
裏
の
登
華
殿
に
在
住
し
た
頃
か
ら
道
隆

莞
去
前

ま
で
の
中
関
白
家
最
盛
期
を
想
定
す
る
。
第
二
部
は
、
「
左
中
将
ま

だ

伊
勢
守
と
聞
え
し
時
、
里
に
お
は
し
た
り
し
に
」
か
ら
、
源
経
房
が
伊
勢

権
守
（
長
徳
元
・
1
～
同
三
・
1
）
で
清
少
納
言
が
里
居
中
の
期
間
で
あ
る
。

「
殿
な
ど
の
お
は
し
ま
さ
で
後
」
【
一
三
七
】
な
ど
と
同
時
期
の
長
徳
二
年
秋

以

降
か
。
ち
な
み
に
経
房
が
左
中
将
で
あ
っ
た
時
（
長
徳
四
・
1
0
～
長
保

三
・
8
）
が
祓
文
の
執
筆
時
期
で
、
こ
れ
は
作
品
成
立
に
関
わ
る
重
要
事
項
。

「御
使
」
と
し
て
訪
れ
た
藤
原
信
経
に
清
少
納
言
が
応
対
し
て
い
る
前
半
と
、

◆
藤
原
信
経
「
式
部
丞
信
経
」

信
経
と
の
過
去
の
逸
話
を
述
べ
る
後
半
に
分
け
て
年
時
推
定
さ
れ
る
。
第
一

（能
「
式
部
丞
の
り
つ
ね
」
）
「
信

部

は
信
経
が
式
部
丞
で
あ
っ
た
期
間
（
長
徳
三
・
1
～
同
四
・
1
）
の
こ
経
」
◆
清
少
納
言
◇
藤
原
安
子

と
。
長
徳
二
年
春
以
降
、
長
徳
年
間
に
定
子
が
内
裏
に
参
入
す
る
こ
と
は
な

「中
后
の
宮
」
（
能
「
大
后
の
宮
」
）

か
っ
た
が
、
そ
の
間
も
天
皇
か
ら
文
が
送
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
作
者
が
書
き

◇
「
ゐ
ぬ
た
き
」
（
下
仕
え
女
房
）

留
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
冒
頭
本
文
か
ら
長
雨
の
季
節
を
何
月
と
見
る
か
、

◇
藤
原
時
柄
「
藤
原
時
柄
」
「
時

ま
た
定
子
の
職
曹
司
在
住
時
（
長
徳
三
・
6
以
降
）
と
考
え
る
か
な
ど
で
細
柄
」

説
に

分
か

れ

る
。
第
二
部
は
信
経
が
作
物
所
別
当
を
し
て
い
た
頃
（
長
徳

二
・

12
以
前
）
の
逸
話
。
し
た
が
っ
て
当
該
章
段
で
は
第
一
部
よ
り
第
二
部

の
方
が
以
前
の
記
事
で
あ
り
、
時
間
的
に
遡
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

三
巻
本
勘
物
に
よ
れ
ば
信
経
の
別
当
就
任
は
長
徳
二
年
五
月
の
こ
と
。
そ
こ

で
前
半
の
長
徳
三
年
五
月
雨
の
季
節
に
、
　
一
年
前
の
同
じ
季
節
の
信
経
に
関

す
る
逸
話
を
結
び
つ
け
て
述
べ
た
も
の
と
考
え
る
説
⑪
が
あ
る
。

年
時
推
定
の
手
が
か
り
と
な
り
そ
う
な
登
場
人
物
の
官
位
は
、
藤
原
経
房
の

◇
藤
原
経
房
「
左
中
将
経
房
の

左
中
将
（
長
徳
四
・
1
0
～
長
保
三
・
8
）
、
橘
則
光
の
左
衛
門
尉
（
長
徳
三
・
君
」
△
（
能
「
経
房
」
）
「
左
の
中

（29）
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七
月
〔
萩
〕

1
～
長
徳
四
・
1
）
、
藤
原
斉
信
の
宰
相
中
将
（
長
徳
二
・
4
～
長
保
三
・
将
」
△
◇
源
済
政
「
済
政
の
君
」

長
徳
三
年
〔
石
〕

8
）
で
、
こ
の
う
ち
経
房
と
則
光
の
官
位
が
並
立
す
る
期
間
は
な
い
。
当
該

◆
橘
則
光
「
左
衛
門
尉
則
光
」
「
左

長
徳
三
年
末
～
同
四
年
一
月
〔
森
〕

章
段
の
中
心
人
物
で
あ
り
、
末
尾
に
「
遠
江
の
介
」
と
な
っ
て
清
少
納
言
と

衛

門
尉
」
（
能
「
左
衛
門
の
か

九
月
～
同
四
年
一
月
〔
岸
〕

の

交
流
が
途
絶
え
た
（
長
徳
四
・
1
）
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
則
光
の
官
位
を

み
」
）
「
遠
江
の
介
」
◇
藤
原
斉
信

［全
］

優
先

さ
せ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
時
の
清
少
納
言
の
里
居
を
「
殿
な
ど
の

「
宰

相
の
中
将
」
◆
清
少
納
言

長
徳
四
年
秋
か
〔
田
〕

お
は
し
ま
さ
で
後
」
【
一
三
七
】
と
同
時
期
の
も
の
と
考
え
て
長
徳
二
年
秋

「
い

も
う
と
」

と
推
定
す
る
説
が
あ
る
が
、
そ
の
里
居
期
間
を
長
徳
三
年
春
ま
で
延
長
さ
せ

れ

ば
則
光
の
官
位
と
も
一
致
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

○
無
名
と
い
ふ
琵
琶
【
八
九
】

琴
に

関
す
る
逸
話
を
集
め
た
章
段
。
最
初
、
全
体
を
一
つ
の
記
事
と
し
て

◇
一
条
「
上
」
◆
定
子
「
宮
の
御

全
体
を
一
つ
に
扱
う
説

扱
っ
て
い
た
が
、
二
部
に
分
け
て
考
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
内
容
的
に

前
」
◆
原
子
「
淑
景
舎
」
◇
道
隆

長
徳
三
年
六
月
～
長
保
元
年
八
月
〔
岸
〕

は
類
聚
的
な
末
部
を
別
立
て
と
考
え
、
三
部
に
分
け
ら
れ
る
。

「
故
殿
」
◆
隆
円
「
僧
都
の
君
」

長
徳
二
年
二
月
か
三
月
〔
池
〕

第
一
部
は
天
皇
が
登
場
す
る
の
で
定
子
が
内
裏
に
滞
在
し
た
期
間
と
し
て

「
隆
円
」
◆
清
少
納
言
◇
藤
原
斉

長
徳
元
年
四
月
以
前
説
と
翌
二
年
の
二
月
ま
で
を
考
え
る
説
が
あ
る
。
第
二

信
「
頭
中
将
」

【第
一
部
】
無
名
と
い
ふ
～

部
は
「
故
殿
」
と
し
て
道
隆
（
長
徳
元
・
4
没
）
が
話
題
に
の
ぼ
り
、
「
こ

長
徳
元
年
四
月
以
前
〔
萩
〕
⑫

れ

は
職
の
御
曹
司
に
お
は
し
ま
い
し
ほ
ど
の
事
な
め
り
」
と
あ
る
の
で
道
隆

長
徳
二
年
二
月
以
前
〔
森
〕

の

服
喪
中
、
職
曹
司
で
供
養
を
営
ん
だ
九
月
【
一
二
九
】
を
想
定
す
る
説
の

【第
二
部
】
淑
景
舎
な
ど
わ
た
り
た
ま
ひ
て
～

ほ

か
、
翌
長
徳
二
年
二
～
三
月
の
職
曹
司
滞
在
中
と
見
る
説
、
翌
々
年
夏
か

長
徳
元
年
九
月
〔
萩
〕

ら
定
子
が
職
曹
司
に
長
期
滞
在
し
て
い
た
頃
（
長
徳
三
・
6
～
長
保
元
・

長
徳
二
年
二
～
三
月
⑫

8
）
を
考
え
る
説
な
ど
が
あ
っ
て
定
ま
ら
な
い
。
第
三
部
は
再
び
内
裏
の
話

長
徳
三
年
六
月
～
長
保
元
年
八
月
〔
森
〕

題
に

も
ど
り
、
宮
中
に
あ
る
琴
や
笛
の
名
を
羅
列
す
る
が
、
類
聚
的
な
内
容

で
年
時
考
証
の
対
象
外
。
最
後
に
頭
中
将
〔
1
1
藤
原
斉
信
〕
（
正
暦
五
・
8

⑫
小
森
潔
「
枕
草
子
『
無
名
と
い
ふ
琵
琶
の
御
琴
を
」

～
長
徳
三
・
4
）
の
話
で
閉
じ
る
部
分
は
執
筆
年
時
の
手
が
か
り
に
は
な
る

の

段
の
時
間
意
識
」
（
『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
S

か
。
当
該
章
段
を
取
り
上
げ
て
枕
草
子
の
章
段
構
成
の
あ
り
方
を
探
る
論
⑫

5
8
・
1
2
／
『
枕
草
子
逸
脱
の
ま
な
ざ
し
』
所
収
）
が
あ
る
。

卜
。
・
言
身
o
『
者
巨
民
d
図
P
2
0
あ
O
o
。
目
l
O
巴
江
5
ぽ
q
o
喘
芸
。
冒
p
昌
o
力
。
6
⇔
」
o
霧
（
N
）
1
国
書
旨
o
巨
訂
日
旬

キ
ー
ワ
ー
ド
　
日
記
的
章
段
年
時
考
証

登
場
人
物

（』e
き
o
°
。
⑦
↑
き
o
q
ξ
o
q
o
§
△
↑
一
甘
日
已
苫
）
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